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本
書
の
問
題
意
識

　

タ
イ
ヤ
ル
族
と
は
主
に
台
湾
の
南
北
に
連
な
る
中
央
山
脈
部
に
住
む

原
住
民
族
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
原
住
民
族
は
日
本
の
植
民
地
支
配

期
は
タ
イ
ヤ
ル
族
を
含
め
て
七
種
族
で
あ
っ
た
。
今
日
で
は
タ
イ
ヤ
ル

族
か
ら
タ
ロ
コ
族
、
セ
デ
ッ
ク
族
が
分
離
、
認
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
ら
を
も
包
括
し
た
総
称
と
し
て
本
書
で
は
「
タ
イ
ヤ
ル
族
」
を
使
っ

て
い
る
。
一
九
三
七
年
の
時
点
で
そ
の
人
口
は
三
万
六
千
人
ほ
ど
で

あ
っ
た
。

　

台
湾
原
住
民
に
関
し
て
は
、植
民
地
統
治
の
時
代
か
ら
主
に
民
族
学
、

人
類
学
、
社
会
学
等
の
立
場
か
ら
、
身
体
、
家
族
、
婚
姻
、
宗
教
、
習

俗
、
言
語
な
ど
の
分
野
で
豊
富
な
研
究
蓄
積
が
あ
る
。
戦
後
も
そ
れ
ら

の
膨
大
な
資
料
・
デ
ー
タ
を
も
利
用
し
な
が
ら
研
究
は
継
続
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
歴
史
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
充
分
と
は
い
え
ず
、
特

原
住
民
の
視
点
か
ら
台
湾
の
近
現
代
史
を

　

照
射
す
る
斬
新
な
試
み

堀
井　

弘
一
郎
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に
対
日
抵
抗
に
つ
い
て
は
、
中
部
タ
イ
ヤ
ル
族
の
居
住
区
で
お
こ
っ
た

霧
社
事
件
等
を
除
け
ば
必
ず
し
も
充
分
で
は
な
か
っ
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
著
者
の
関
心
は
「
平
埔
族
の
よ
う
に
﹁
近
代
化
﹂
を

受
け
入
れ
た
民
族
で
は
な
く
、
そ
れ
を
頑
強
に
拒
絶
し
、
対
清
・
対
日

抵
抗
を
続
け
、
最
も
﹁
野
蛮
﹂
と
称
さ
れ
、
台
湾
原
住
民
の
中
で
影
響

力
の
強
か
っ
た
タ
イ
ヤ
ル
族
」
に
向
い
た
。
特
に
指
導
的
立
場
に
あ
っ

た
台
湾
北
部
の
桃
園
県
角
板
山
（
現
在
の
桃
園
県
復
興
郷
）
タ
イ
ヤ
ル
族

に
つ
い
て
、
植
民
地
の
時
代
か
ら
一
九
五
〇
年
代
ま
で
を
主
要
な
射
程

と
し
て
、
歴
史
学
の
立
場
か
ら
そ
の
全
貌
を
俯
瞰
し
よ
う
と
し
た
の
が

本
書
で
あ
る
。
北
部
タ
イ
ヤ
ル
族
に
的
を
絞
っ
た
の
は
、「
研
究
が
蓄

積
し
つ
つ
あ
る
中
部
タ
イ
ヤ
ル
族
（
現
在
の
セ
デ
ッ
ク
族
を
含
む
）
に
対

し
て
、
台
湾
史
研
究
で
も
空
白
と
も
い
え
る
北
部
タ
イ
ヤ
ル
族
の
解
明

が
急
務
」
で
、
そ
れ
な
く
し
て
「
原
住
民
の
体
系
的
か
つ
全
面
的
解
明

菊
池
一
隆
著

台
湾
北
部
タ
イ
ヤ
ル
族
か
ら

見
た
近
現
代
史　
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は
不
可
能
」、「
台
湾
の
対
日
抵
抗
史
全
体
を
構
築
で
き
な
い
」
と
す
る

問
題
意
識
か
ら
で
あ
る
。
本
書
は
、「
分
断
さ
れ
た
歴
史
学
と
民
族
学
、

人
類
学
な
ど
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
新
た
な
学
問
的

地
平
を
切
り
開
く
こ
と
を
め
ざ
す
」
と
い
う
著
者
の
狙
い
が
込
め
ら
れ

た
労
作
で
あ
る
。

本
書
の
構
成

　

本
書
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る（
各
章
と
も「
は
じ
め
に
」と「
お

わ
り
に
」
は
省
略
し
た
）。

プ
ロ
ロ
ー
グ	

抵
抗
・
苦
難
・
尊
厳	

第
一
章	

台
湾
タ
イ
ヤ
ル
族
の
伝
統
生
活
と
戦
闘
組
織
に
つ
い
て	

一	

タ
イ
ヤ
ル
族
の
神
話
伝
説
・
居
住
空
間
・
伝
統
生
活　

二	

タ
イ
ヤ
ル
族
の
組
織
機
構
と
ガ
ガ
（Gaga

）	　

三	
タ
イ
ヤ
ル
族

の
戦
闘		

四	

蕃
刀
と
入
れ
墨　

五	

治
療
・
呪
術
・
信
仰
・
禁
忌	

第
二
章	

台
湾
北
部
に
お
け
る
日
本
討
伐
隊
と
タ
イ
ヤ
ル
族
―
―

対
日
抵
抗
と
「
帰
順
」	

一	

問
題
へ
の
導
入	

台
湾
北
部
角
板
山
タ
イ
ヤ
ル
族
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー	　

二	

「
土
匪
」
の
対
日
抵
抗	　

三	

日
本
当
局
の
原

住
民
政
策
と
タ
イ
ヤ
ル
族
の
対
日
抵
抗　

四	

日
本
討
伐
隊
と

タ
イ
ヤ
ル
族
の
戦
闘
実
態　

五	

岸
不
朽
の
従
軍
記　

六	

タ
イ

ヤ
ル
族
の
「
帰
順
」・
投
降	

第
三
章	

日
本
・
台
湾
総
督
府
の
理
蕃
政
策
と
角
板
山
タ
イ
ヤ
ル
族	

一	

台
湾
原
住
民
「
高
砂
族
」
に
つ
い
て　

二	

理
蕃
政
策
の
実

態
と
特
質　

	

三	

日
本
植
民
地
統
治
と
原
住
民
の
「
自
治
制
度
」

四	

原
住
民
教
育
と
そ
の
特
質	　

五	

観
光
・
映
画
と
「
啓
蒙
」	

第
四
章	

高
砂
義
勇
隊
の
実
態
と
南
洋
戦
場
―
―
台
湾
原
住
民
か

ら
見
る
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
、
そ
し
て
国
共
内
戦	

一	

高
砂
義
勇
隊
の
成
立
と
背
景	

志
願
兵
制
度
、
徴
兵
制
と
関

連
さ
せ
て　

	

二	

銃
後
の
台
湾
原
住
民　

	

三	

南
洋
戦
場
で
の

激
戦
と
高
砂
義
勇
隊　

	

四	

南
洋
戦
場
の
実
相
と
日
本
敗
戦	

病

魔
と
飢
餓
・「
人
肉
食
」	　

五	

日
本
敗
戦
後
の
元
高
砂
義
勇
隊

員　

六	

国
共
内
戦
に
国
民
政
府
軍
の
一
員
と
し
て
参
戦	

第
五
章	

一
九
五
〇
年
代
国
民
党
政
権
下
で
の
台
湾
「
白
色
テ
ロ
」
と

原
住
民
―
―
角
板
山
タ
イ
ヤ
ル
族
ロ
シ
ン
・
ワ
タ
ン
の
戦
中
・
戦
後	

一	

日
本
植
民
地
時
代
の
ロ
シ
ン
・
ワ
タ
ン	　

二	

日
本
敗

戦
と
中
華
民
国
「
光
復
」
初
期
の
ロ
シ
ン
・
ワ
タ
ン	　

三	

一
九
五
〇
年
代
台
湾
「
白
色
テ
ロ
」
の
背
景
と
特
色	　

四	

台

湾
に
お
け
る
共
産
党
の
動
態
と
原
住
民　

	

五	

「
白
色
テ
ロ
」

下
の
角
板
山
と
阿
里
山　

	

六	

高
一
生
と
林
昭
明	　

七	

ロ
シ

ン
・
ワ
タ
ン
ら
の
入
獄
・
処
刑
後
の
家
族	

林
茂
成
を
中
心
に　

	
エ
ピ
ロ
ー
グ
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各
章
の
内
容

　

第
一
章
で
は
、
民
族
学
、
人
類
学
等
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
タ
イ

ヤ
ル
族
の
伝
統
生
活
に
つ
い
て
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
手
法
を
も
用

い
て
、
軍
事
的
機
能
を
重
視
し
た
新
た
な
視
点
か
ら
再
構
成
を
試
み
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
タ
イ
ヤ
ル
族
の
組
織
機
構
、
社
会
経
済
制
度
、
家

族
制
度
、「
出
草
」（
馘
首
）、
祭
祀
な
ど
を
考
察
し
つ
つ
、
タ
イ
ヤ
ル

社
会
は
「
ガ
ガ
（Gaga

）
と
い
う
一
種
の
信
仰
に
よ
る
祭
祀
団
体
」
を

中
核
と
す
る
政
治
・
経
済
・
社
会
・
軍
事
各
機
構
構
造
と
し
て
一
つ
の

完
結
す
る
体
系
で
あ
っ
た
と
新
た
な
視
点
を
提
起
し
て
い
る
。

　

第
二
章
で
は
、
一
次
資
料
が
限
定
さ
れ
る
中
、
角
板
山
で
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
記
録
や
文
献
史
料
な
ど
を
用
い
て
、
一
九
二
〇
年
頃
ま
で
の
北

部
タ
イ
ヤ
ル
族
の
対
日
武
力
抵
抗
、
及
び
「
帰
順
」
に
至
る
経
緯
が
詳

述
さ
れ
る
。
武
力
攻
防
の
み
な
ら
ず
、そ
れ
に
介
在
す
る
漢
人「
匪
賊
」、

タ
イ
ヤ
ル
側
に
い
た
日
本
人
の
動
向
、タ
イ
ヤ
ル
族
内
部
の
抗
争
な
ど
、

複
雑
な
戦
場
の
状
況
が
リ
ア
ル
に
活
写
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
以
蕃

治
蕃
」、「
飴
と
鞭
」
の
政
策
に
よ
っ
て
、
北
部
タ
イ
ヤ
ル
族
が
武
力
抗

争
か
ら
植
民
地
内
で
の
「
原
住
民
の
生
存
権
確
立
、
地
位
向
上
を
求
め

る
闘
争
に
大
転
換
し
た
」
事
情
や
背
景
が
具
体
的
に
展
開
さ
れ
て
い
て

興
味
深
い
。

　

第
三
章
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
の
時
期
、
と
り
わ
け
戦
時
期

（
一
九
三
七
～
四
五
年
）
を
中
心
に
、「
授
産
」、
交
易
や
資
源
開
発
、
医
療
・

衛
生
、「
自
治
制
度
」、
教
育
、
観
光
・
映
画
、
皇
民
化
政
策
な
ど
、
理

蕃
政
策
の
具
体
的
な
内
容
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
台
湾
北
部
原
住
民
が
、

日
本
側
の
政
策
へ
の
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
、「
知
ら
ず
知
ら
ず
に
日
本

の
国
策
に
の
み
こ
ま
れ
」、
銃
を
奪
わ
れ
、
狩
猟
民
か
ら
農
耕
民
へ
の
大

転
換
を
迫
ら
れ
て
い
っ
た
経
緯
と
そ
の
背
景
の
叙
述
は
明
晰
で
あ
る
。

　

第
四
章
で
は
、
高
砂
義
勇
隊
や
陸
海
軍
志
願
兵
に
つ
い
て
、
従
来
の

豊
富
な
研
究
、
多
く
の
証
言
集
や
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
な
ど
も
生
か
し
つ

つ
、
そ
の
実
態
、
役
割
、
歴
史
的
位
置
、
積
極
的
に
応
募
す
る
ま
で
に

い
た
る
心
理
的
プ
ロ
セ
ス
な
ど
、
そ
の
本
質
に
迫
る
考
察
を
行
っ
て
い

る
。
彼
ら
の
多
く
が
南
方
等
の
激
戦
地
で
過
酷
な
体
験
を
し
、
戦
後
は

「
日
本
人
で
は
な
い
」
と
し
て
日
本
側
か
ら
疎
外
さ
れ
、
国
民
党
政
府

の
側
か
ら
も
「
日
本
軍
協
力
者
」
の
烙
印
を
押
さ
れ
た
。
一
部
の
原
住

民
は
国
民
党
軍
側
に
組
み
こ
ま
れ
て
国
共
内
戦
に
動
員
さ
れ
、
そ
こ
で

捕
虜
と
な
っ
た
後
、
今
後
は
朝
鮮
戦
争
に
投
入
さ
れ
た
。
さ
ら
に
文
革

時
に
は「
旧
日
本
軍
閥
残
存
分
子
」な
ど
と
し
て
糾
弾
さ
れ
る
な
ど
、日
・

中
・
台
が
絡
み
合
う
近
現
代
史
の
激
動
に
翻
弄
さ
れ
続
け
た
事
実
が
突

き
つ
け
ら
れ
る
。

　

第
五
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
本
格
的
な
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

二
二
八
事
件
後
の
「
白
色
テ
ロ
」
に
つ
い
て
、
台
湾
の
檔
案
館
資
料
、

中
国
・
台
湾
・
日
本
国
内
で
の
諸
研
究
、
そ
れ
に
自
ら
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

記
録
を
も
活
用
し
な
が
ら
、
そ
の
状
況
を
詳
細
か
つ
克
明
に
描
く
。
そ
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の
際
、
北
部
タ
イ
ヤ
ル
族
の
一
部
落
で
あ
る
大
豹
社
の
「
頭
目
」
の
息

子
ロ
シ
ン
・
ワ
タ
ン
や
そ
の
子
ら
の
生
涯
を
丹
念
に
辿
り
つ
つ
、
原
住

民
、
特
に
角
板
山
タ
イ
ヤ
ル
族
と
阿
里
山
ツ
オ
ウ
族
の
視
点
か
ら
見
た

五
〇
年
代
史
を
整
理
し
、
さ
ら
に
補
償
問
題
な
ど
現
代
に
も
通
じ
る
諸

問
題
を
論
じ
て
い
る
。戦
後
彼
ら
は「
体
制
内
改
革
者
」、「
改
良
主
義
者
」

と
し
て
国
民
党
政
権
と
の
共
存
を
図
っ
た
が
、
五
〇
年
代
の
「
白
色
テ

ロ
」
に
よ
っ
て
多
く
の
原
住
民
が
処
刑
さ
れ
て
い
く
運
命
を
た
ど
っ
た

本
章
は
、本
書
の
中
で
も
最
も
読
み
応
え
の
あ
る
一
章
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
エ
ピ
ロ
ー
グ
」
で
は
、
タ
イ
ヤ
ル
族
を
「
外
族
」、「
異
民
族
」
と

み
た
清
朝
、
日
本
、
国
民
党
の
ど
の
政
権
に
対
す
る
戦
い
も
、
タ
イ
ヤ

ル
族
に
と
っ
て
は
「
国
家
意
識
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
狩
猟
地
な

ど
自
ら
の
生
活
圏
を
脅
か
す﹁
外
族
﹂に
対
す
る
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
で
あ
っ

た
」
と
い
う
指
摘
は
頷
け
る
。
そ
れ
は
「
本
質
的
に
狩
猟
民
族
と
し
て

の
山
、
森
、
林
を
守
」
ろ
う
と
す
る
戦
い
で
あ
り
、
国
民
国
家
形
成
の

原
動
力
と
な
っ
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
異
質
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

が
理
解
で
き
よ
う
。　

本
書
の
特
色
と
感
想

　

本
書
の
特
色
は
第
一
に
、
台
湾
原
住
民
と
り
わ
け
北
部
タ
イ
ヤ
ル
族

に
つ
い
て
、
植
民
地
統
治
期
以
来
主
に
民
族
学
、
人
類
学
の
領
域
で
蓄

積
さ
れ
て
き
た
豊
富
な
知
見
を
生
か
し
つ
つ
、
文
字
を
も
た
な
い
彼
ら

の
近
現
代
史
の
空
白
部
分
を
十
数
年
来
の
精
力
的
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

補
い
、
文
献
資
料
も
渉
猟
し
て
歴
史
学
の
領
域
か
ら
照
射
し
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
植
民
地
統
治
後
半
に
お
け
る
原
住
民
の
過
酷
な

運
命
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
余
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
北
部
タ
イ
ヤ

ル
族
を
中
心
に
詳
述
さ
れ
、
そ
の
後
の
内
戦
期
、
五
〇
年
代
を
経
て
文
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革
期
に
い
た
る
ま
で
の
全
貌
を
俯
瞰
し
た
意
義
は
大
き
い
。
多
く
の
読

者
は
、
北
部
タ
イ
ヤ
ル
族
の
辿
っ
た
歴
史
を
通
し
て
、
日
本
が
台
湾
の

植
民
地
統
治
の
中
で
、
原
住
民
の
村
々
に
、
そ
こ
に
住
む
人
び
と
に
何

を
も
た
ら
し
た
の
か
、
台
湾
が
「
親
日
的
」
と
さ
れ
て
自
己
満
足
し
て

き
た
我
々
日
本
人
の
対
台
湾
認
識
を
相
対
化
さ
せ
る
契
機
を
つ
か
む
こ

と
で
あ
ろ
う
。

　

第
二
に
、
五
〇
年
代
の
「
白
色
テ
ロ
」
の
全
体
像
を
提
示
し
た
研
究

は
き
わ
め
て
乏
し
か
っ
た
だ
け
に
、
原
住
民
、
北
部
タ
イ
ヤ
ル
族
の
苦

難
の
戦
後
史
が
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
、
歴
史
の
空
白
を
埋
め
る
貴

重
な
成
果
と
な
っ
た
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
戦
後
、
権
力
が
日
本
か
ら
蔣

介
石
政
権
へ
と
移
る
な
か
で
、
二
二
八
事
件
後
、
原
住
民
の
権
利
拡
大

と
生
存
権
の
保
障
を
求
め
て
、
蔣
介
石
政
権
と
も
折
り
合
い
な
が
ら
活

動
を
続
け
た
多
く
の
原
住
民
ら
が
「
共
匪
」
と
さ
れ
、「
国
家
転
覆
」

罪
等
の
罪
状
で
投
獄
、処
刑
さ
れ
て
い
っ
た
歴
史
が
詳
ら
か
に
さ
れ
た
。

著
者
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
き
た
関
係
者
の
足
跡
を
知
れ
ば
、
そ
の
罪

状
の
多
く
が
冤
罪
で
あ
っ
た
こ
と
も
理
解
で
き
よ
う
。
民
主
化
以
降
の

原
住
民
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
も
繫
が
る
問
題
で

あ
り
、
本
省
人
と
外
省
人
の
相
克
だ
け
で
は
な
い
現
代
台
湾
の
も
う
一

つ
の
亀
裂
、
す
な
わ
ち
漢
人
と
原
住
民
と
の
溝
、
そ
の
民
族
的
重
層
構

造
を
改
め
て
認
識
さ
せ
る
一
書
と
な
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
感
想
め
い
た
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。
著
者
が
目
指
し

た
歴
史
学
と
、
民
族
学
、
人
類
学
と
の
結
合
と
い
う
点
で
も
、
第
一
章

や
第
三
章
を
中
心
に
そ
れ
ら
諸
学
の
成
果
を
も
取
り
こ
み
な
が
ら
本
書

を
構
成
し
て
い
る
点
で
、
狙
い
ど
お
り
の
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
と
評

価
で
き
よ
う
。
た
だ
、
日
本
側
だ
け
で
も
、
歴
史
人
類
学
な
ど
か
ら
の

研
究
も
含
め
て
近
年
の
台
湾
原
住
民
研
究
の
成
果
は
実
に
豊
富
、
多
彩

で
あ
る（

注
）。

そ
れ
ら
に
対
す
る
本
書
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
必
ず
し
も
充
全
と

は
い
え
な
い
。
今
後
、
著
者
の
研
究
を
よ
り
意
識
的
に
繫
げ
、
議
論
を

共
有
し
て
い
っ
た
な
ら
ば
、
さ
ら
に
学
際
的
で
実
証
的
な
研
究
が
期
待

で
き
る
。
今
回
、
本
書
に
よ
っ
て
歴
史
学
の
サ
イ
ド
か
ら
民
族
学
や
人

類
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
ボ
ー
ル
が
投
げ
込
ま
れ
た
感
が
あ
る
が
、
今
後

双
方
で
知
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
行
わ
れ
て
い
く
可
能
性
が
拓
け
た
と

い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
こ
の
十
数
年
来
、
朝
鮮
を
中
心
に
植
民
地
収
奪
論
と
、
植
民

地
近
代
化
論
、
そ
の
二
項
対
立
自
体
を
批
判
的
に
見
る
「
植
民
地
近
代

性
（Colonial	M

odernity

）」
論
等
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
台
湾
の
原
住

民
の
場
合
は
ど
う
な
の
か
。
例
え
ば
顔
面
の
入
れ
墨
や
「
出
草
」
の
習

慣
の
改
善
、
狩
猟
生
活
か
ら
定
住
農
耕
生
活
へ
の
転
換
、
著
者
自
身
も

「
日
本
統
治
の
功
績
面
」
と
記
す
マ
ラ
リ
ア
を
な
く
す
た
め
の
蚊
の
撲

滅
、
ダ
ム
建
設
・
教
育
所
の
設
営
な
ど
の
「
近
代
化
」
諸
政
策
、
あ
る

い
は
「
植
民
地
公
共
性
」
な
ど
の
議
論
を
ど
う
評
価
し
た
ら
よ
い
の
か
、

こ
の
著
者
な
ら
ど
う
語
る
か
、
知
的
な
欲
求
を
そ
そ
ら
れ
る
。
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な
お
、
本
書
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
が
、「
台
湾
北
部
タ
イ
ヤ
ル
族
」

の
語
意
は
、「
台
湾
北
部
」
に
居
住
す
る
「
タ
イ
ヤ
ル
族
」
な
の
か
、

タ
イ
ヤ
ル
族
の
う
ち
の
北
部
に
居
住
す
る
「
北
部
タ
イ
ヤ
ル
族
」
な
の

か
、
一
般
読
者
の
中
に
は
表
紙
カ
バ
ー
の
タ
イ
ト
ル
の
並
び
方
を
見
て

前
者
で
あ
る
と
誤
解
す
る
向
き
も
あ
ろ
う
。

　

と
も
あ
れ
、
本
書
は
蛸
壺
的
な
研
究
の
弊
に
陥
る
こ
と
を
自
覚
的
に

避
け
、
専
門
的
学
知
の
社
会
的
還
元
を
も
志
し
た
好
著
で
あ
る
。
台
湾

原
住
民
タ
イ
ヤ
ル
族
の
こ
と
を
知
り
、
日
本
の
植
民
地
統
治
の
内
実
、

現
代
台
湾
と
の
繫
が
り
を
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
恰
好
の
書
が
出
た
。

研
究
者
は
も
と
よ
り
お
お
い
に
一
般
読
者
に
も
一
読
を
す
す
め
た
い
。

（
注
）
山
路
勝
彦
『
台
湾
タ
イ
ヤ
ル
族
の
一
〇
〇
年
』（
風
響
社
、二
〇
一
一
年
）、

松
岡
格
『
台
湾
原
住
民
社
会
の
地
方
化
』（
研
文
出
版
、
二
〇
一
二
年
）、
松
田

京
子
『
帝
国
の
思
考
』（
有
志
舎
、
二
〇
一
四
年
）、
日
本
順
益
台
湾
原
住
民
研

究
会
編
『
台
湾
原
住
民
研
究
の
射
程
』（
風
響
社
、
二
〇
一
四
年
）、
及
び
同
研

究
会
編
『
台
湾
原
住
民
研
究
』
誌
上
で
の
関
連
諸
論
文
な
ど
。

　
　
　
　
　
　
（
ほ
り
い
・
こ
う
い
ち
ろ
う　

日
本
大
学
）

in
fo

r
m
a
tio

n

『
台
湾
映
画
二
〇
一
七　

特
集 

魏
徳
聖
監
督
』

〈
目
次
〉

・
魏
徳
聖
監
督
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

	

川
瀬
健
一
、
翻
訳
：
黄
耀
進

・
魏
徳
聖
監
督
『52H

z,I	Love	Y
ou

』
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

川
瀬
健
一
、
通
訳
：
秋
山
珠
子

・
二
〇
一
六
年
の
台
湾
映
画
概
況　
　
　
　
　
　

稲
見
公
仁
子

・
マ
ン
ダ
レ
ー
へ
の
道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦
川
留

・
金
馬
獎
五
〇
年　
　
　
　
　
　
　

聞
天
祥
、
翻
訳
：
冨
田
哲

・
台
湾
映
画
を
撮
っ
た
日
本
人
監
督
列
伝
（
１
）　

					

山
﨑
泉

・
戦
後
、
五
年
間
に
台
湾
で
上
映
さ
れ
た
映
画
と
社
会
背
景

　

一
九
四
五	

（
民
国
三
四
）年
～
一
九
四
九
（
民
国
三
八
）年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

							

川
瀬
健
一

・
わ
た
し
が
台
湾
役
者
に
な
っ
た
顛
末
（
続
）　

		

林
田
未
知
生

・
金
馬
獎
と
台
北
電
影
獎
で
つ
ら
つ
ら
と
思
う

　
　

～
二
〇
一
六
年
の
台
湾
映
画
～　

															

杉
山
亮
一
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